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18世 紀末イギ リス地方社会の職業構成
バ ッキンガムシャー民兵隊徴募基本台帳の分析

重 富 公 生

『民兵隊徴募基本台帳』は,18世 紀 イギリスの軍事的 ・政治的必要から作成 され

た リス トであるが,幸 い1798年 のバ ッキンガムシャーを対象 とした リス トがほぼ完

全な形で現存 している。本稿 はこの史料 を用いて,18世 紀末のバ ッキンガムシャー

における職業構成の特徴 を明らかに しようとす るものである。 この時期 にはイング

ラン ドの北部 ・中部諸州 を中心 としてすでに急速な工業化が進展 しつつあったが,

この州ではいまだに手工業に基礎をおいた農村工業が中心 で,全 体 としては農業中

心の生業の分布 を特徴 としている。 しか しい くつかの特定の産業が,地 域特化をと

もないながら着実に成長 しつっある状況を,史 料のデータか ら確実に読み とること

がで きる。

キーワー ド バ ッキンガムシャー,農 村工業,職 業分布,産 業革命

1は じ め に

イギ リスにおいて公式の職業統計(セ ンサス)が 全国規模 で集計 されるようになったのは

19世紀半ばのことである。 しかしそれ以前の時期 についても,さ まざまな種類の史料 を用い

て,時 期や対象を限定 した職業構成の分析が行われてきた。17世 紀のグレゴリー ・キングに

よるラフな全国統計などを別 とすれば,広 域的な情報は得がたいので,そ れ らの研究は特定

の都市を対象 としていることが多い。とくにロンドン(な いしさらにエ リアを絞った市区部)
1

は,し ば しばそのような対象としてとりあげ られてきた。 しか し州 という比較的広いエリア

を対象とする場合,ど うして も情報の制約を受けることになる。

本稿は,18世 紀末のバ ッキンガムシャーにおける職業構成ないし職業分布の実態を,民 兵

隊徴募基本台帳からのデータによって明らかにしようとするものである。この史料は,他 の

専期や州については完全なかたちで現存せず,管 見のかぎりでは本格的な分析の対象 として
2

とりあげられることはほとんどなかった。い うまでもなく18世紀末は,「産業革命」が開始 し

て間 もない時期 にあたる。バ ッキンガムシャーは,全 国規模での工業化 を直接牽引するよう

な産業部門 を有 していたわけではな く,経 済構造や職業構成の変化 も緩やかな ものであった。

そのような地方社会が この時期にどのような職業構成 を示 し,そ してそこからなにを読みと
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ることがで きるのか をみ てみたい。

2民 兵隊徴募基本台帳について

最初 に本稿で用いる史料について簡単に説明 しておこう。承知のように,軍 事 目的で作成

された資料を社会経済史研究に用いることは,16世 紀以来作成されたマスター・ロール(mili・

tiamusterrolls)の 分析など,い くつかの例があげられるが,『民兵隊徴募基本台帳』(Posse

Comitatus)も 軍事関係の資料である。18世紀半ば以降の対 フランス・対アメリカ軍事政策要

請の高 まりをうけて,1757年 に 「新国民軍」(NewMilitia)を 組織するための法令が成立 し

た。それにより,各 州は割 り当てられた一定人数の民兵徴兵名簿(対 象は18歳 から45歳 まで

の男子)を 枢密院に提出することが義務づ けられた。1790年 代になると革命フランスの大陸

での台頭 とイギリス侵略の危機が生 じ,1798年 には対象を大幅に拡大 した名簿が作成され る

ことになった。すなわち,州 内のすべての15歳 以上60歳 未満の男子(従 軍中の者は除 く)が

リス トの対象 となったのである。そして全員について職業,荷 車や馬の所持状況 も記された。

1798年 の 『民兵隊徴募基本台帳』(以 下,「 台帳」 と略記)が,イ ングラン ドおよびウェー

ルズ全州のなかで完全なかたちで残っているのは,残 念なが らこのパ ッキンガムシャーだけ
ヨ

である。ほかの州で残っている場合は,部 分的ないし要約的情報にとどまる。なぜバ ッキン

ガムシャーにおいてのみ残 ったのか,決 定的な理由は不明である。ただバ ッキンガムシャー

は,ロ ン ドンから各地への人員 ・物資の移動の通過点であ り,対 外のみならず国内各地の食

糧騒乱等を鎮圧する場合にも戦略的に重要な場所であった。また州知事(LordLieutenant)

をっとめていたバッキンガム候爵が徴兵 ・派兵に積極的に協力 していたため,全 国的な作成
る

命令 が降 るまえにすで に台帳 の作 成 に着手 してい た。

オ リジナル の台帳 は大英 図書館 とバ ッキ ンガム シャー州 文書館(CountyRecordOffice)

に そ れ ぞ れ保 管 されて お り,両 者 の情 報 は若 干の差 異 もあ るが,本 稿 で用 い た州 史料協 会

(BuckinghamshireRecordSociety)に よ る翻刻版 は,各 地域 の担 当者が 直接集 計 した状 態

の史料 とみ られ る州 文書館版 に よってい る。翻刻版 は編者 の1.F.W.ベ ケ ッ トに よる簡潔 な

序 文の あ と,郡 ご とにすべ ての教 区の民兵徴 募対 象者 につ いて,職 業別 に氏 名が記 されてい

る。 リス トの性 質上,"1ame","infirm","deaf","shotinarm"な ど といった身体上(場 合 に

よっては精神上)の 特記事項 が付加 され てい る者 も多い。 また欄 をあ らためて各 自のhorse ,

waggon,cart,水 車,風 車 の所持 数が記載 されて いる。

原則 として従 軍 中以外 のすべての対象者 を記載す ることが 台帳 の主 旨で あったが,そ れ以

外 で もさまざ まな理 由か らけ っ して無視 で きな い粗漏 が生 じている。史料 と しての信 懸性 に

かかわ る補足率 は どの程 度であ ったのか。1798年 につ いて,そ れを判 定で きるよ うな人 口の

データ は存在 しない。い ちばん近 い時期の1801年 セ ンサ スに よれば,州 の人 口は107 ,900人 で
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あ る。 台帳 で リス トされ た総 人数 は23,547人 。 カスモール の算 定 に よれば,18世 紀 末 に15歳

か ら59歳 の 人 口が 占め る割合 が55%,1798年 と1801年 の 間の人 口増 加率が1.5%で あ った と推

定 され るので,そ れ を加 味すれ ばこの年齢の男子人 ロの うち,12.01%が 台 帳か ら抜 け落 ちて
　

いることになるという。この欠落率をどう判定するか。ベケットは,台 帳の数値 はこの時期

の職業分布の正確 な全体像 を示すものとまではいえないが,し か し19世紀半ばに公的な職業

セ ンサスが作成 される前の時期にあっては,こ の台帳は18世 紀末から19世紀初頭の時期のバ

ッキンガムシャーの職業分布 にもっとも近似 した情報をあたえるものとして,貴 重な資料で
フ

あるとみている。 したがって,こ こではそういった史料的な意義 と限界をふまえたうえで,

台帳からの情報を汲み とるべきであろう。 とくに女性がふ くまれないことから生 じる職業分

布上のバイアスは看過で きないが,そ れについてはのちほど補足する。

3州 概 観

つ ぎにバ ッキンガムシャーの地理的 ・経済的特徴 について簡単に述べておこう。バ ッキン

ガムシャーは位置的にはミッドランド地方の最南部にあたる。 ミッドランドはイングラン ド

中央部の,ま とまった面積を有する平場の穀作地帯であり,バ ッキンガムシャー もその周辺

部 を形成 していた。ただ し,ロ ン ドン周辺のいわゆるHomeCountiesに も隣接 してお り,場

合 によっては近隣のバークシャーやハンプシャーなどとともに南部諸州に分類 され ることも
8

ある。州の面積 は全国平均より小さ く,ほ ぼ南北方向に細長 く伸びた州である(南 北52マ イ
9

ル にた い し,東 西の幅 は広 い所 で も12マ イル)。

地 理 的 には州 は 自然 条 件 に よ りほ ぼ二分 され る。南 部 は緩 や か なチ ル ター ン丘 陵 地帯

(ChilternHill)で,良 質 の耕 地が広が り,森 林 も比較 的豊か であ った(た だ し最 南端部の テ

ムズ川 流域 は砂礫 質土壌 で耕 作 には適 して いない)。中央部以 北はエ イル ズベ リー渓 谷(Vale

ofAylesbury)の 占め る割合 が高か ったが,こ の渓谷地帯 は,西 はオ ックス フ ォー ドシャー と

の州境 か ら東 はハー トフ ォー ドシャー との州 境 まで,北 はCottesloeHundred(あ との地図

1のF)ま で広 が っていた。それ よ りさらに北部の地域 も峡谷 の一 帯 とみ な され るこ ともあ

る。 この峡谷 では樹 木 はほ とん ど生 育せ ず,古 くか ら羊 の放牧が盛 んで あったが,後 には酪
　

農業に比重が移っていく。

社会経済的な特徴 は次節以降の議論の対象 となるが,一 般的にはこの時期のバ ッキンガム

シャーは基本的に農業州であったといってよい。台帳が作成 された18世 紀末には,イ ングラ

ン ド北部 ・中部の諸州が主導するかたちで産業革命がすでに始 まっていたが,バ ッキンガム

シャーはまだこの時期には急速な工業化 ・機械化の影響をほとんど受けていない。 この州 は,

主要な埋蔵鉱物資源を欠 き,工 業化により急成長 した都市 もなかった。現在 にいたるまで著

名な大都市は存在せず,い くつかの比較的規模の大きな町があるにす ぎない(た だ し新 しい
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住宅都市 と して開発 された北部のMiltonKeyensは や や規模 が大 きい)。18世 紀 末 まで にバ

ラ(都 市)格 をあたえ られ たのはBuckingham,CheppingWycombe,Wendover,Amersham,

GreatMarlowで あ ったが,う ちあ との三つ は経済 的 にはそれ ほ ど重要で はない小 規模 な市
　　

場町にすぎなかった。 もっとも,農 業州 とはいえ農村社会の 日常的必要を満たす程度の手工

業は当然ひろ く分布 してお り,史 料にも多種多様の職業表記がある。それ以外に,17世 紀以

降バ ッキンガムシャーの地理的利点を生かすかたちで特定の業種が成長 して くる。レース編

み,藁 編み,製 紙業,椅 子作 りなどがそれにあげられよう。

州の立地上,ロ ンドンと地方主要都市をむすぷ複数の幹線道路が通ってお り,そ のなかに

はローマの支配期 に遡 る古いもの もあったが,鉄 道のないこの時期には水路の役割 も大 きか

った。可航河川 としてのテムズ川やウーズ(Ouse)川 のほかに,後 述するように18世紀の末

にはグラン ド・ジャンクシ ョン運河の建設 も始 まっている。

4州 全体の職業分布概観

ここで はさ まざまな職業 ・職 種が州全体 で どの程度 の数存在 していたのか を,概 略 的 に観

察 してみ よう。台帳 に記 された職 業 は総計 して375種 類 で ある。ただ しほぼ同 じ職業 を違 った

言葉で表現 してい る と思 われ るケ 〒ス も少 な くない。「車大工」のwheelwrightとwheeler,

「レース商人 」の1acedealerと1acemerchant,「 手 袋職 人」のgloverとglovemakerな

どが その例 で ある。 こ うい ったケースにつ いて は差 し支 えない と判 断 され る範 囲で合 算 した。

一方
,1abourerやservantと して計上 され てい る人数 は きわめて多 い。いず れ もよ り大 きな

分 類 であ る職種 として 「農業労働者 」の項 目に入れ られ ているが,業 務 内容 自体 はそ うとう

の個 人差 があ った と推 測 され る。 しか しそ うい った詳細 につ いての情報 はほ とん どない。 ま

たfarmer&dairyman,bricklayer&masonの よ うな兼職 を示す記載 が少 な くないが,一

方で実際 に兼職 していた者 につ いて単一の職業 しか表記 していない こ ともあ り,実 際 の兼職
エヨ

者 はず っ と多 い とみ られ る。

[表1]は 記 載 のあ るすべ ての職業 を,そ の内容 に よって22の 職種 に分類 した もの であ る。

分類 の仕 方は編者 のベケ ッ トが用 いた規準 をその まま踏 襲 した。ベ ケ ッ トの分類 で は専 門商

人が 「商業 ・サ ーヴ ィス業」 にふ くまれ る場合 と,関 連 す る製造業の職種 にふ くまれてい る

場合 とがあ り(た とえばcalvedealerは 前者 に,horsedealerは 「馬具 製造 ・販売業 」 に分

類 されてい る),選 別 基準 がは っ きりしないケー ス もあ る。しか しここでは集計の便宜上 この

規準 に従 った。そ れぞれの職種 には,「 地主 階級 」の ようにesquire,gentlemanな どわず か

6種 類 しかふ くまない ものか ら,「 商業 ・サ ーヴ ィス業」 の ように42種 類 が記載 されて いる も

の まであ る。

この表 で は州 内のそれ ぞれの職種の総人 数 と,そ の職種 の なかで10名 以上 の人数が記録 さ
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職 種 総 人 数 職業細 目(10人 以 上のみ,カ ッコ内は人数)

地 主 階 級 167 ジ ェ ン トル マ ン(108),エ ス ク ワ イ ア(53)

聖 職 者(国 教 会) 113 牧 師(71),副 牧 師(14),ミ ニ ス タ ー(10)

聖職 者(非 国教会) 33 有資格教師(12)

専 門 職 134 校 長(52),外 科 医(34),弁 護 士(27)

官 職 188 巡 査(117),物 品税徴収官(23),教 区吏(20)

農 場 経 営 者 2,254
農 場経営者(2,017),酪 農経営者(60),農 場 兼酪農経営者(56),

農 場経営者の息子(55),牧 畜業者(24),農 夫(20)

農 業 労 働 者 13,589

労 働 者(9,316),サ ー ヴ ァ ン ト(3,712),サ ー ヴ ァ ン ト兼 労 働

者(238),庭 師(192),羊 飼(38),乳 搾 り(20),子 牛 助 産 夫

(17)

商業 ・サーヴ ィス業 1,522

仕 立 屋(370),肉 屋(339),パ ン屋(330),食 料 品 商(143),

小 売 店 主(79),織 物 商(66),商 人(39),髪 結(28),床 屋(13),

煙 突 掃 除(12),印 刷 商(11),蝋 燭 商(11),金 物 屋(10),魚

屋(10)

製 粉 ・醸 造 業 249
粉 屋(130),麦 芽 製 造業者(82),水 車 大工(18),醸 造 業者

(15)

馬 具製 造 ・販売業 82
馬具 商(19),蹄 鉄工(13),馬 丁(13),馬 具 製造業者(12),

馬 商人(10)

革 製 品 関係 職 人 923
コル ドヴァ皮職人(650),靴 職 人(201),製 皮工(26),獣 皮(羊

皮)職 人(18),皮 繰(13)

木 材 関 係 職 人 1,353
大 工(678),車 大 工(228),木 挽(153),輔 轍 師(81),椅 子 職

人(76),桶 屋(51),コ ル セ ッ ト職 人(35)

金 属 関 係 職 人 519
鍛 冶 屋(380),金 属 細工 師(52),針 職 人(22),真 鍮 細工師

(14)

繊 維 関 係 職 人 408

レー ス 職 人(56),織 布 工(55),レ ー ス 商 人(49),ズ ボ ン職 人

(43),襟 職 人(36),マ ッ ト職 人(33),籠 職 人(32),手 袋 職 人

(23),羊 毛 選 別 人(11),縄 紡 ぎ職 人(10),織 布 兼 紡 績 工(10)

そ の 他 職 人 321 紙職 人(253),時 計職人(36)

建 築 労 働 者 384
煉 瓦 積み工(162),石 工(79),ガ ラス職人(65),煉 瓦職人(20),

石 工 兼煉瓦積み工(18)

水 運 労 働 者 85 伝 馬船(Barge)船 員(68)

輸 送 労 働 者 48 運 搬 人夫(21)

旅 籠 主 人 他 357 飲 食 店経営(319),パ ブ経営(16)

巡 回 労 働 者 59 行 商 人(35)

サ ー ヴ ァ ン ト他 147 家 内 サ ー ヴ ァ ン ト(39),猟 場 番 人(20),執 事(17)

そ の 他 ・不 明 552 不 明(257),徒 弟(247)
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れている職業(お よび人数)を 記 した。10人 という数字にさほどの意味があるわけではない

が,あ とでみるように州全体が10の 地域に分け られるので,そ れぞれの地域に平均1人 以上

は存在する職業であるということになる。なおこれらの職業数を合計 しても100に満たず,全

職業の四分の三は州全体で も9人 以下 しか該当者がいない ものであることを付記 しておこう。

全体的な職種の人数分布からどのようなことがわかるであろうか。もっとも人数の多い職

種である 「農業労働者」 ともっとも少ない職種 との数字の間には,じ つに3桁 の開きがある。

ここでひとつ注意 してお くと,資 料の性質上従軍中の者は リス トから除外されるので,「地主

階級」(さ らに,た んに不在のため リス トされない者 もいる)や 「専門職」の数は,よ りいっ
ユる

そう少な く計上 されている可能性が高い。農業労働者は全体の58%近 くを占めている。つ ぎ

に人数が多いのは 「農場経営者」で,全 体の1割 を占め る。 これらの数字は,こ の時期バ ッ
ユ　

キンガム シャーが基本的には農業州であったことを示 している。農場経営者 はほとんどが

farmerで,ほ かに酪農専門の経営者が60人 。両者を兼ねている者は,farmer&dairymanと

dairyman&farmerの 数を合計 した数字であるが,お そらくそれぞれ最初 に表記 した仕事の

ほうが比重が高い もの と推定され る(こ れ以外で も同様の表記区分がある)。

農業労働者のなかでは労働者(1abourer)と サーヴァントがほとんどを占めるが,職 務内容

は両者 とも多種多様であった。一般 にこの時期両者 を区別する規準は,サ ーヴァントが原則

的に雇い主の家に居住 し,雇 用契約期間の標準が1年 であったのにたい して,労 働者のほう

は雇い主の家には住 まず,契 約期間 も週や 日といった短 い期間であった。ただし両者の区別

には流動的な要素 もあった。元来サーヴァントは子供が一定の年齢に達 した時に他の家のサ

ーヴァントとなり,成 人年齢に達 したらある段階で多 くは労働者となっていった。つまりサ
　

一ヴ ァン トは"transitionaloccupation"と い う性格 を有 していたので ある。とはいえ,サ ー

ヴ ァン ト兼労働者(servant&1abourer)と 表 記 された者が238人 と,少 なか らぬ数 にのぼ っ

てお り,こ れ は両 者 をどの ように兼職 していたのか,実 態が不明で あ る。 サーヴ ァン トは通

常衣 食住の費用 を雇 い主 が負担 したが,そ れ以外 に,一 年契約 は保 ちなが ら もサー ヴ ァン ト

が 自前で住居 を確 保す る代価 として"boardwage"が 渡 されたケー ス,ま たサー ヴ ァン トが

雇 い主 とは別 の家主(housekeeper)の もとに居住 し,雇 い主が家主 にそのための費用 を支 払
ユ　

うケ ース もあった とい う。サー ヴ ァン ト兼労働者 とは,こ の よ うななん らかのか たちでの両

者の 中間的形 態で あった と推 測 され る。 ちなみ にサ ーヴ ァン トと労働 者 をあわせ た人数の な

かでサ ーヴ ァン トが 占め る割合 は28.5%と な る(上 記 兼職 者 は除 く)。同 じ時期の他州 の平均

的数字が なかなか得 られな いが,バ ッキンガ ムシャー に隣接す るハー トフ ォー ドシャー とノ

ーサ ンプ トンシ ャーの それ ぞれ1758-9年 と1762年 の 同種 の史料 か らの数値 に よる と,39%お

ユ　

よび48%と なっている。 もちろん比較する時期 も離れており,ま たこれ らの州の場合 は全教

区の平均ではな く,農 業 中心の教区を対象にしているので,一 概 に高低 を判断することはで
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きな い。ただ,ず っとあ との1831年 セ ンサス におけ る各州のサ ーヴ ァン トの比率 をみ る と,
19

バ ッキンガムシャーはすでに最低水準 となっていることがわかる。

農業以外の職種については,次 節で もとりあげるが,特 徴的な点だけ簡単に述べておこう。

人数が千入を超 えているのは 「商業 ・サーヴィス業」 と 「木材製品関連職人」の二つだけで,

その他の職種はそれぞれの数を計上 している。不自然に感 じられるのは,農 村工業の代表的

存在であった 「繊維関係職人」の人数がさほど多 くないことである。一因 として,す でに指

摘 したように兼職の表記が不十分なため,実 際は副業 として従事 しなが らもここでは他の職

業に分類 されている事例 も多かったためと思われる。 しか しより重要な理由は,こ の州の二

つの重要な農村工業が,そ れが主として婦女子によって担われていたため,台 帳ではその人

数が実際より大幅に少な く表記 されることになったからである。それは 「レース編み」と 「藁

編み」である。

バ ッキンガムシャーにおける レース編みの起源は中世末期 まで遡 り,17世 紀 になると本

格的に普及 し始めた。中心 となったのはあとの地図の1のNewportPagnel1,HのHigh

Wycombe,AのAylesburyと いった町だったが,州 全体に広がっていき,18世 紀にはその
20

最盛期を迎えたのである。両者の産業の繁栄の実態について記録 した ものは,少 な くない。

農業改良委員会に提出された 『バ ッキンガムシャー農業報告』の1794年 版 には,こ の地域の

主要な製造業は製紙とレースであること,レ ースは多 くの場所で婦人 と子供によって編まれ
21

ていることが記 されている。 さらに報告書の1810年 版にはつぎの ような記載がある。

「レース作 りと藁編みの仕事は,州 のいたるところですべての婦人,少 年,少 女,児 童

を雇用 している。救貧院でもそういった仕事 をしている者 を見かけずに通 り過ぎることは

不可能なほどだ。町々ではレース作 りや藁編みの学校がある。これ らの仕事はたいそう割

が良 く,若 い婦人でも一日の稼 ぎ額は…。[…]そ の結果困るのは農場主だ。婦人 も若者 も

野良で働こうとはしない。 じっさいバ ッキンガムシャーでは婦人が干 し草作 りや除草作業
　　

を行 うところはめ ったにお 目にか か らない。」

表 で は レース職 人や レース商 人の人数 は記録 されてい るが,こ れは 当然 なが ら実態 を反映

した数 ではない。 た とえば同 じく1のHanslope教 区 で は台帳 では レース商人6人,レ ース

職 人4人 を記録 してい るが,別 の報 告書(1806年)で はこの教 区の住民1275人 中500人 が この
23

業種に携わっているという。

「藁編み」については,台 帳のなかにはこういった職業記載はない。わずかに,藁 編みの

関連業種 と思われる 「マッ ト職人」が33人 計上 されている。藁編みの主要な製品は帽子やボ

ンネットで,多 くが家内手工業 として営まれていた。18世 紀以降,外 国製品の刺激 を受ける

かたちで近隣のベ ッドフォー ドシャーやハー トフォー ドシャーで も,し だいに広がっていっ

た。バ ッキンガムシャーの場合,小 麦の藁が素材 として適 してお り,18世 紀末 までには州全
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体に普及 していた という。 とくにナポレオン戦争中に外国製品の輸入が下火になったことに
　

より,レ ース編 み と肩 を並 べ るほ ど盛 ん になっていった。

「その他職 人」で 「紙(製 紙)職 人」の数が多 いこ とが 目を引 くが,こ れ につ いては次節

で扱 いたい。「建 設労働 者」で は性質上 兼職者 が少 な くなか った。それ を加算 す ると 「配管工 」

も11人 とな る。 この州 で は建築 素材 と して適 した石材資 源が乏 しく,煉 瓦 関係 職人の数 が多

め となってい る。 「巡 回労 働者」 ではHigler(=Higgler)と 記 されてい る 「行商人」の数 だ

けを表 で記 したが,実 際はcostermonger,hagglecartman,hagler,hawker,huckster,pedlar,

pothawkerな ど はほぼ 同形 態の職業 と判断 され る。それ らを合計 す ると,行 商人 は50人 近 く

とな る。「サー ヴ ァン ト他 」にふ くまれ てい る39人 の 「家 内サーヴ ァ ン ト」 とは,州 内の貴族

を中心 とす る著名 な数人の雇 い主(家 族)に 雇用 され,家 事 労働 に従事 してい る者で ある。

この点で さ きの 「農業 労働者」 に分類 されたサーヴ ァン トとは まった く異 な って いた。 この

職 の場合,農 業労働 のサー ヴ ァン トとは逆に女性 比が きわめて高か ったため,実 際 にはこの

程 度の人数 に とどまるもの ではなか ったこ とが十分推 測 され る。最後 の 「その他 ・不明」 に

は247人 の 「徒 弟」がふ くまれて い る。 この場合の徒弟 とは,農 家 とい うよ り職 人の家 に居住

し,そ の雇 い主(親 方 ・職 人)は 徒 弟の親権 者か ら生計費や教 育(訓 練)費 を受 け取 る とい

　　

う点で,サ ー ヴァ ン トとは異 な って いた。

なお ここで は対象 を州 の住人 にか ぎったため除外 したが,台 帳 には州 内60名 の一時居住者

(temporaryresidents)が 記 録 され てい る。うち半数 はDraytonParslow教 区 のエ ンクロー

ジャー実施 に ともない,一 時 的 に雇用 されて いた 「生 け垣作 り」(quicker)お よび 「棚作 り」

(railer)で あ る。同教 区の エ ンクロー ジャー法 令 は1797年 に成立 し,そ れ を受けた実施で あ

った。実施 に あた っては,土 地所有 者 たちは各 自割 り当て られた土地 を所 定の期 間内 に棚で

囲 まなければな らなか ったが,そ れ以外 に公共 の棚(教 区牧師 あ るい は十分 の一税徴 収権 所

持者へ の割 当地 の棚)も 造設す る必要が あったので,棚 作 り手へ の労働 力需要 は大 きか った,

しか しこの年 の前後 に州 内で多数 の教 区の議会 エ ンク ロー ジャーが実施 されたに もかかわ ら

　　

ず(1797年 だけでも6教 区の法令が通過 している),な ぜ同教区だけこの作業を州外からの出

稼 ぎ労働者に頼 っているのか,事 情がわからない。ほかの一時居住者は,Penn教 区のフレン

チ・スクールの教職員(フ ランス人),ま た個人邸宅にロン ドンか ら来ている使用人などが記

録 されている。

5職 業分布の地域的特色

つぎに州内のそれぞれの地域でこれらの職業 ・職種がどのように分布 しているかを観察 し

てみよう。地域を区別するにあた り,こ こでは原則 として郡(Hundred)を 単位 とする。バ

ッキンガムシャーは中世の ドゥームズデイの時期 には18の郡 に分かれていたが,13世 紀の末



18世紀末イギリス地方社会の職業構成 67

　フ
頃までには統合がすすみ,半 減 していた。台帳では州を8つ の郡 と2つ のバ ラ(Borough)に

区分 してお り,こ こでもこの10区 分に従いたい。[表2]は10の 郡およびバ ラそれぞれについ

て,表1で 分類 した職種の分布状況を,各 人数の百分率で示 したものである。ここではそれ

ぞれの数値 を,表 の左の欄 に記 した州全体での平均値 と比較することによって,職 業分布の

地域的特性 を探 ってみたい。なおそれぞれの郡およびバ ラの位置は,[図1]の 地図で示 した。

また[図2]で 州の全教区の位置 を示 したので,あ わせて参照されたい。[図2]で は出典の
　　

都合上,教 区の名称や区分 が台帳 と多少異 なっているケース もある(た とえばGのGreat

Marlowは 地図ではたんにMarlowと 表記)。以下の文中では紙幅の節約のため,そ れぞれの

地域は表2で 用いたAか らJま でのアルファベ ットで表記す る。

あらか じめことわってお くと,職 種によっては表1で わかるように州全体で3桁 の人数に

達 しないものもある。またそれぞれの地域 にしても,総 人数(総 人 口ではない)は4,000人 を

超える所か ら500人 たらずの所 まで,相 当のばらつきがある。職種でも地域で も,母 集団の少

ないケースでは絶対数のわずかの違いで百分率が大 きく変動す ることになり,そ の点注意が

必要である。 したがって,百 分率の数値 自体の緻密な解析 を行なうことは避け,お おまかな

趨勢をさぐることに主眼 をおきたい。

じっさい,た とえば表2の 最上段の地主階級か ら5番 目の官職 までは,そ れぞれ人数の絶

対数 も少な く,前 述のように従軍中のため算入されていない割合 も高いと推察される職種 も

あるため,百 分率の数値 の違いから地域的特色を議論することには無理がある。性質上国教

会の聖職者は全地区にほぼ均等に分布 しているのにたい して,国 教会以外の聖職者は,台 帳

に300人 以上の登録がある大教区をふ くむE,H,1が やや高い値 を示 している。

農業経営者および農業労働者は,農 業州 という性格 を反映 して,絶 対数 も多くそれぞれの

地区に占める比率もきわめて高い ものがある。ただ し二つのバラ(C,H)で は,当 然のこ

となが ら両者の比率は他地区と比べるとめだって低 くなっている。 またこの表の数値か らは

わからないが,農 場経営者の うち,酪 農経営者(dairyman)は,Dに18人,Bに17人,Fに

13人,Cに12人,こ れで表の総計数の60人 となる。 また牧畜業者24人 のうち,Bに12名,1

に10人 となってお り,こ れらの地区に集中 している。いずれの地区もエイルズベ リー峡谷以

北の州中北部に位置 してお り,南 部の耕作地帯 と対照的に酪農の比重が高かったことがわか

る。商業 ・サーヴィス業 も全地区に満遍な く分布 しているが,農 業関係者 とはまった く逆に,

C,Hの 二つのバ ラ地区でのみ比率が10%を 超 えていることも納得できよう。

つ ぎに製造業関係の各職種について,顕 著な地域分布上の特徴がみられる業種をとりあげ

てみよう。「皮製品関係業者」は絶対数 も多いが,表1を みると内訳は 「コル ドヴァ皮職人」

が大半を占め,こ れに 「靴職人」を加えると全体の9割 以上 を占める。前者の"cordwainer"

は,元 来 は主 として靴の材料 となるコル ドヴァ皮業者 を意味す るので,製 靴業関係の比率が
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表2郡 別職種分布表(百 分率)

州平均値 A B C D E F G H 1 J
地 主 階 級 0.71 0.48 0.23 0 0.44 0.86 0.32 0.9 0.93 0.55 2.49
聖 職 者(封 教 会) 0.48 0.37 0.23 0.62 0.39 0.33 0.51 0.21 0.52 0.5 1.37
聖職者(非刃教会他) 0.14 0.13 0.14 0.41 0 0.26 0.03 0.11 0.21 0.21 0.05
専 コ1】 職

0.57 0.58 0.18 1.65 0.28 0.72 0.32 0.48 0.82 0.83 0.54
官 職 0.8 0.66 0.5 0.41 0.66 0.86 0.9 0.69 0.62 1.14 0.83
農 場 経 営 者 9.6 9.46 15.83 5.37 15.6 5.46 15.57 6 4.12 8.67 3.8
刃量 業 労{動1看 首 57.86 60.55 62.52 40.29 60.18 57.67 62.04 57.36 42.68 55.1 57.32
商 業 ・サーヴィス業 6.48 6.8 4.17 13.43 3.82 6 6.06 4.73 10 9.1 585
製 粉 ・醸 造 業 1.06 0.93 0.5 0 0.83 0.95 0.68 2.28 2.78 1.07 1.12
馬 具 製 造 ・販 売 業 0.35 0.45 0 1.24 0.11 0.49 0.06 0.32 0.1 0.36 0.88
董 製 品1関 係 職 人 3.93 3.83 2.71 6.61 2.54 6.91 2.9 2.76 4.85 4.11 3.41
フく 材 廻 係 艶人 5.76 6.03 4.01 6.2 3.6 8.43 4.13 5.63 12.58 4.8 6.24
金 属 廻 係 覧人 2.21 2.23 2.43 1.65 1.38 2.8 1.9 2.44 2.78 2.02 229
繊 維 廻 係 ・

旨
葦人 1.74 1.67 0.6 3.72 0.77 1.71 0.87 1.06 2.37 3.83 0.83

そ の 他 人 1.37 0.45 005 1.03 0.28 1.38 0.13 5.36 11.13 0.5 0.83
建 築 労' 加 者 1.63 1.7 LO1 3.1 1.44 2.11 0.93 2.02 1.96 1.78 1.51
水 運 労' 者 0.36 0.08 0 0 0 0.1 0 3.82 0 0 0.34
輸 送 労 働 者 0.2 0.08 0.09 0.21 0.06 0.23 0.1 0.05 0.】 0.52 0.34
旅
巡
籟、 主 人 他 1.52 1.49 1.19 1.86 1.11 1.58 0.87 1.43 2.68 .64 2.39
匝 労 働 者 0.25 0.21 0.14 0.21 0.28 0.3 0.35 0.16 0 0.36 0.2

サ 一 ヴ ァ ン ト 他 0.63 0.11 0.41 0.62 1.83 0.46 0.19 0.42 0.1 0.59 1.59
そ の 他 ・不 明 2.35 1.67 2.94 11.36 4.42 0.39 1.13 1.75 0.52 2.33 5.41
人 数 合 計 23,487 3,762 2,180 484 1,808 3,038 3,103 1,883 970 4,209 2,050

称名郡 A

D

G

I

ThreeHundredsofAylesbury

Bucki㎎hamHundred

DesboroughHmdred

NeWportHundred

B

E
H
J

A§hendonHundred

BumhamHundred

Cheppi㎎WycombeBorough

StokeHundred

C:Bucki㎎hamBorough

F:CottesloeHundred

図1バ ッキンガムシャー郡区分地図
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図2バ ッキンガムシャー教区区分地図
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97人 の紙職人 を記録 している。Gで も製紙業の比率は高 く,と もにテムズ川沿いのWoobum
ヨ　

に62人,Marlowに12人 の 紙職 人が記録 され てい る。

「建築労働 者」 も性 質上 地域的 な偏 りはみ られ ないが,つ ぎの 「水 運労働者」 は,絶 対数

が少 な く,地 理的事情 に左右 され るため,大 半の地域 で一人 も記録 されて いない。68人 の伝

馬船(barge,平 底 荷船)船 員 の ほ とん どが テムズ川 沿 いのGに 集 中 してい る。早 くか ら通商

の大動脈 で あった テム ズ川 は,一 方で季節 に よ り航 行不 能のケー ス も多 く,慎 重 な操作 の必

要 な数 多 くの ロ ック(flashlock)や 通 行税徴収所 な ど も存在 し,抜 本 的な対策が必要 な状 態

で あった。17世 紀 末か ら治 安判 事 によって改良委 員会が組織 され たが,そ の活動が本格化 し

たの は,1770年 頃 以降 であ る。すなわち委 員会が引船道(towpath)の 権 利 を買い取 って通行

負担 を引 き下 げた り,よ り操作 の容易な ロック(poundlock)に 替 える といった事業 をおこな

った。1770年 代 にはHambledenやMarlowで こ う したロ ックが完成 してい る。そ して1790

年 に はオ ックス フ ォー ドとコヴ ェン トリー を結 ぶオ ックスフ ォー ド運河が 完成 し,ト レン ト,

セ ヴ ァー ン,マ ー ジー,テ ムズのイ ング ラン ド四大 河川 網が運 河 によ り結 ばれ ることになっ

ヨる
た。伝馬船 船員 の数 はテムズ川沿 いに上流 か らあげてい くと,GreatMarlowに35,Little

Marlowに6,Wooburnに20,Hedsorに2,EのTaplowに3と 記録 されてい る。

最 後の 「その他 ・不 明」 でCの 比率が高 くな ってい るの は,徒 弟の割合 が州 全体 の平均 よ

りも5倍 以上大 きいためで あるが,絶 対 数は少 ない。

6お わ り に

本稿 は,ほ ぼ完全 なかた ちで残 ってい る唯一の1798年 『台帳』 か らの情報 に よ り,こ の時

点 でのバ ッキ ンガ ムシ ャーの職業分布 を観 察 して きた。 全国的 には 「産業革命 」た けなわ の

この時期,も し同 じ規準 で作成 され た台帳 が適度 な時期 的間隔 で複数存在 すれば,職 業構成

のダ イナ ミックな変化や産 業の地域特化 な どが よ り鮮や か に描写 で きた はず であ る。 じつ は

この州 で は1757年 法 の2年 後 に作成 された民兵 台帳(MilitiaList)も,8つ の 郡 の うち7つ

について現存 して いる。 ただ しこの場合 は対 象 となった人数がず っ と少な く,ま た[表1]

で あ げた ような職種 の分類 も,fa㎜er,trademan,craftsman,servant,labourer,notrade
ヨら

と,ご く単純な方法にとどまっている。それ以外の時期の リス トは比較 しうる情報がきわめ

て乏 しい。また,19世 紀に入ってからも,な んどか台帳は作成されているが,規 準 と対象が
ヨ　

変わっている。

1798年 の台帳の職業分布 は,基 本的に日常生活の必需品の需要に応 えるような多様な伝統

的手工業が広範に分布 している一方で,バ ッキンガムシャーの特産品となるいくつかの産業

が,場 合 によっては強い地域的特化をともないなが ら成長しつつあるという,発 展の一断面

図を提供 している。この年の台帳に比べると対象となった人数がはるかに少なかった,上 記
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の1759年 の台帳 も,6人 の製紙業者や伝馬船船員 ・船主がGに 「集中」 していることを記 し
37

てい る。 しか しくり返すが,こ う した産業 の発展は この時期 には まだ機械技術 や生産組織 の

大 幅 な変化 を随伴 した ものではなか った。19世 紀 に入 ってこれ らの産業 は さらに発展 し,製

品の販路 も大 き く拡大 してい ったので ある。

河川 を中心 とす る水運 は18世 紀半 ばに著 しい改善 をみ たが,運 河,そ して当然の こ となが

ら鉄道 イ ンフ ラの本格 的整備 も19世 紀前半 を待 たね ばな らなか った。1790年 代 にはテムズ川

下流のBrentfordか ら北西 に伸び てオ ックス フ ォー ド運河 とつ なが るグ ラン ド・ジャ ンク シ

ョン運河(の ちの グラ ン ド ・ユニオ ン運河)の 開削が始 まった。 これ は しか し難 工事 で,州

内のWolvertonに は水路橋(aqueduct)が か けられ るこ とにな ったが,1805年 に は本線 が完

成 した。その後AylesburyやBuckingham,NewportPagnel1と い った人 口の多 い町 を結ぶ
38

支線が完成 し,石 炭の ような嵩のある商品の輸送が格段に容易になった。ただ し1798年 の時

点で作成 された台帳では,こ の運河に影響 されたとみられる職業構成上の特徴 は読みとるこ

とがで きない。いずれに して も,1798年 の台帳が示すバ ッキンガムシャーの職業分布は,産

業革命の時期 にその直接の担い手 となった工業地域 ・部門を有 しなかった地域 ・州の経済構

造の一端を示す ものであ り,さ らに異なった視点か らの分析 により明 らかになることも多い

と思われ る。

注

1一 例 と して,近 年 わ が 国 に お い て も坂 巻(1999),酒 田(2000)ら の 業 績 が あ る。

2た だ しA.B.Crossmanに よ る短 い論 文("TheBucksPosseComitatus,1798",MiltonKeynes

JoumalOfArchaeologyandHistory,2(1973),pp.24-28)は,掲 載 誌 の 所 在 を特 定 し え ず,遺 憾 な

が ら参 照 で き な か っ た 。

3残 存 状 況 に つ い て はBeckett(1985),pp.363-4を 参 照 。

4Beckett(1985),pp.vii-xii.

5Page(1969),vo1.II,p.96.

6Kussmaul(1981),p.176,n.10.

7Beckett(1985),p.xix.

8Thirsk(1984),voLI.

9Reed(1979),p.25.

10Page(1969),vol.II,P.37.

11Reed(1979),p.25.

12Page(1969),vo1.II,pp.38-9.

13Beckett(1985),p.xv.

14Beckett(1985),p.xvi.

15分 類 が や や こ と な っ て い る の で 正 確 な比 較 は で きな い が,19世 紀 初 頭 の 時 点 で イ ン グ ラ ン ドお

よ び ウ ェ ー ル ズ 全 体 で 農 業 労 働 者 の 家 族 数 の 割 合 は,15.5%と な っ て い る。Mitchell(1988),p.
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102.

16Kussmaul(1981),p.4.ち ょ う ど こ の 時 期 に そ の よ うな 経 歴 を 辿 っ た 人 物 を描 写 した 拙 稿(1997)

を 参 照 。
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